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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月24日(2008.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　【請求項１】　（ｉ）式（Ｉ）、
【化１】

（式中、Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は、各々独立に、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6のアルキル、ハロゲン、ＣＦ3

、ＣＮ、ＮＯ2、ＮＨ2、ＯＨ、ＯＲ、ＮＨＣＯＲ、ＮＨＳＯ2Ｒ、ＳＲ、ＳＯ2ＲまたはＮ
ＨＲからなる群から選択され、各Ｒは、独立に、ヒドロキシ、アミノおよびメトキシから
選択される１つ以上の置換基で必要に応じて置換されたＣ1～Ｃ6のアルキルであり、Ｒ1

、Ｒ2およびＲ3の各々は、利用可能な位置１位～８位のいずれに存在してもよく、式（Ｉ
）の炭素環式芳香環の各々において、２つ以下のメチン（－ＣＨ＝）基はアザ（－Ｎ＝）
基で置換されていてもよく、Ｒ1、Ｒ2およびＲ3の任意の２つが一緒になってさらに－Ｃ
Ｈ＝ＣＨ－ＣＨ＝ＣＨ－基を示し、該－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ＝ＣＨ－基が、結合している炭
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素または窒素原子と一緒になって、縮合六員環芳香環を形成してもよい）で表される化合
物または製薬学的に許容可能なその塩もしくはエステルと、
（ｉｉ）ＴＮＦ産生を調節する化合物類およびＴＮＦ合成を生じる生化学経路に作用する
化合物類から選択される化合物と
を、同時にまたは逐次的に、このような治療を必要としている哺乳類に投与するステップ
を含む癌を治療する方法。
　【請求項２】　前記化合物（ｉｉ）が、細胞のＣＤ１４受容体に結合するリガンド、Ｃ
Ｄ１４受容体以外のＴＮＦ産生に関連する細胞表面受容体に結合するリガンド、プロテイ
ンキナーゼＣを誘導する化合物およびプロテインホスファターゼ類の活性を低下させるこ
とができる化合物から選択される請求項１に記載の方法。
　【請求項３】　前記化合物（ｉｉ）が、細菌ＬＰＳ、脱アシル化されたＬＰＳ、ＣＤ１
４受容体抗体類、インターロイキン－１α、ミリスチン酸ホルボールエステルおよびオカ
ダ酸から選択される請求項１または請求項２に記載の方法。
　【請求項４】　前記化合物（ｉ）が、式、
【化２】

（式中、Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は請求項１に規定するとおりである）で表される化合物であ
る請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
　【請求項５】　前記化合物（ｉ）が、式、
【化３】

を有する、５，６－ジメチルキサンテノン－４－酢酸である請求項１または請求項４に記
載の方法。
　【請求項６】　医薬と、ＴＮＦ産生を調節する化合物類およびＴＮＦ合成を生じる生化
学経路に作用する化合物類から選択される化合物（ｉｉ）とを逐次的または同時に投与す
ることにより哺乳類の癌を治療するための医薬の製造における、請求項１に規定する式（
Ｉ）の化合物（ｉ）または製薬学的に許容可能なその塩もしくはエステルの使用。
　【請求項７】　前記化合物（ｉ）がＤＭＸＡＡである請求項６に記載の使用。
　【請求項８】　前記化合物（ｉｉ）が、細胞のＣＤ１４受容体に結合するリガンド、Ｃ
Ｄ１４受容体以外のＴＮＦ産生に関連する細胞表面受容体に結合するリガンド、プロテイ
ンキナーゼＣを誘導する化合物またはプロテインホスファターゼ類の活性を低下させるこ
とができる化合物の少なくとも１つから選択される化合物である請求項６または請求項７
に記載の使用。
　【請求項９】　医薬と、上記に規定する式（Ｉ）の化合物または製薬学的に許容可能な
その塩もしくはエステルとを逐次的にまたは同時に投与することにより哺乳類の癌を治療
するための医薬の製造における、ＴＮＦ産生を調節する化合物類およびＴＮＦ合成を生じ
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る生化学経路に作用する化合物類から選択される化合物の使用。
　【請求項１０】　前記化合物（ｉ）がＤＭＸＡＡである請求項９に記載の使用。
　【請求項１１】　前記化合物（ｉｉ）が、細胞のＣＤ１４受容体に結合するリガンド、
ＣＤ１４受容体以外のＴＮＦ産生に関連する細胞表面受容体に結合するリガンド、プロテ
インキナーゼＣを誘導する化合物またはプロテインホスファターゼ類の活性を低下させる
ことができる化合物の少なくとも１つから選択される化合物である請求項９または請求項
１０に記載の使用。
　【請求項１２】　請求項１に規定する式（Ｉ）で表される化合物（ｉ）または製薬学的
に許容可能なその塩もしくはエステルと、ＴＮＦ産生を調節する化合物類およびＴＮＦ合
成を生じる生化学経路に作用する化合物類から選択される化合物（ｉｉ）とを製薬学的に
許容可能な１つ以上の担体または賦形剤と併用して含む、癌を治療するのに好適な医薬組
成物。
　【請求項１３】　前記化合物（ｉ）がＤＭＸＡＡである請求項１２に記載の組成物。
　【請求項１４】　前記化合物（ｉｉ）が、細胞のＣＤ１４受容体に結合するリガンド、
ＣＤ１４受容体以外のＴＮＦ産生に関連する細胞表面受容体に結合するリガンド、プロテ
インキナーゼＣを誘導する化合物またはプロテインホスファターゼ類の活性を低下させる
ことができる化合物の少なくとも１つから選択される化合物である請求項１２または請求
項１３に記載の組成物。
　【請求項１５】　実施例のいずれか１つを参照して実質的に本明細書に記載されている
ように、請求項１に規定される式（Ｉ）の化合物と請求項１に規定される化合物（ｉｉ）
とを併用する組成物の方法および使用。
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